
No.41　2010.7

中央農中央農中央農研ニュース研ニュース研ニュース
■ 第3期中期計画に向けて

■ 特　　集
 ● 露地野菜において平うね栽培でも「うね内部分施用法」で肥料施用量を削減できる
　　　「平うね内部分施用技術」

■ トピックス
 ● 今年で22年目の「科学教室」を開催しました　● 一般公開報告

第3期中期計画に向けて第3期中期計画に向けて
中央農業総合研究センター所長　佐々木　昭博

　
中
央
農
研
が
所
属
す
る
独
立
行
政

法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研

究
機
構
は
、
第
2
期
中
期
計
画
期
間

の
最
終
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
現
中

期
計
画
期
間
に
お
け
る
研
究
成
果
を

評
価
し
、
次
期
中
期
計
画
期
間
に
向

け
た
研
究
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
節
目
の
年
で
す
。
今
後
の
研
究

開
発
型
独
立
行
政
法
人
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
り
、
先

行
き
が
不
透
明
な
部
分
も
多
い
の
で

す
が
、
研
究
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

3
月
末
に
策
定
さ
れ
た
農
林
水
産
研

究
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
先
行
し
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
中
央
農
研
が
行
っ
て
い
る
研
究
は
、

食
料
自
給
率
の
向
上
や
農
村
の
活
性

化
な
ど
農
政
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
画
期
的
な

技
術
革
新
に
よ
る
新
た
な
農
業
生
産

の
姿
を
提
示
し
て
い
く
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
農
薬
や
化
学
肥
料
を
減

ら
し
生
物
多
様
性
を
重
視
し
た
持
続

的
な
農
業
生
産
や
、
水
田
生
産
力
の

飛
躍
的
向
上
に
向
け
た
技
術
開
発
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
成
果

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

後
も
そ
の
必
要
性
は
変
わ
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
研
究
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
し
、
国
民

へ
の
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
農
研
機
構
は
国
民
の
税
金

で
運
営
さ
れ
て
い
る
研
究
機
関
で
す
。

技
術
開
発
の
成
果
が
ど
の
よ
う
に
利

用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
の

技
術
展
望
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い

る
の
か
、
農
業
、
食
品
な
ど
の
関
係

者
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
社
会
貢

献
の
視
点
か
ら
国
民
全
体
へ
発
信
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
6
月
13
日
に
、
60
億
㎞
に
亘
る
旅

を
終
え
て
、
「
は
や
ぶ
さ
」
が
7
年

ぶ
り
に
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
か
ら
帰
還

し
ま
し
た
。
夜
空
に
ひ
と
き
わ
輝
く

軌
跡
を
描
き
な
が
ら
カ
プ
セ
ル
を
放

出
し
た
映
像
は
、
多
く
の
人
々
に
大

き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
科
学
技

術
は
将
来
の
可
能
性
や
夢
を
伝
え
る

力
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。
中
央
農
研
が
行
う
技
術
開
発
も
、

将
来
方
向
を
見
据
え
、
国
民
に
希
望

を
与
え
る
成
果
を
目
指
し
て
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。



特　集

は
じ
め
に

　
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
等
の
露
地
野
菜
生
産
に
お
い
て
、

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
及
び
環
境
負
荷
低
減

の
た
め
に
、
化
学
肥
料
等
生
産
資
材
の
使

用
量
を
削
減
す
る
技
術
の
開
発
は
重
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
成
形
う
ね
の
移
植
苗
を
中
心

と
す
る
部
分
に
の
み
に
肥
料
を
土
壌
と
混

和
し
て
施
用
す
る
「
う
ね
内
部
分
施
用
法
」

に
よ
る
１
う
ね
に
１
条
の
野
菜
を
栽
培
す

る
単
う
ね
栽
培
に
お
け
る
施
肥
量
の
削
減

効
果
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
関
東
以
西
の
露
地
野
菜
に
お
い

て
は
こ
の
よ
う
な
単
う
ね
栽
培
だ
け
で
な
く
、

平
う
ね
や
平
う
ね
に
マ
ル
チ
を
張
り
、
１

う
ね
に
２
条
の
野
菜
を
栽
培
す
る
平
う
ね

栽
培
で
生
産
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
く
、

こ
の
よ
う
な
う
ね
形
状
に
お
い
て
も
施
肥

量
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
施
肥
量
削
減
技

術
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
平
う
ね
形
状
の

う
ね
に
も
対
応
可
能
な
「
平
う
ね
内
部
分

施
用
技
術
」
を
開
発
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

う
ね
内
部
分
施
用
法
と
は

　
「
う
ね
内
部
分
施
用
法
」
は
、
肥
料
を

圃
場
全
面
に
散
布
し
て
土
と
混
合
す
る
「
全

面
全
層
施
用
法
」
と
異
な
り
、
う
ね
立
て

時
に
う
ね
中
央
部
分
に
の
み
限
定
し
て
土

壌
と
混
合
し
て
施
用
す
る
手
法
で
す（
図
１
）。

キ
ャ
ベ
ツ
・
ハ
ク
サ
イ
等
露
地
野
菜
作
に

お
い
て
肥
料
の
施
用
量
を
大
幅
に
削
減
で
き
、

ま
た
、
施
肥
作
業
を
省
略
化
で
き
る
こ
と

か
ら
、
生
産
コ
ス
ト
と
作
業
時
間
の
低
減

を
可
能
と
す
る
方
法
で
す
。
ま
た
、
環
境

へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
特

徴
を
持
つ
方
法
で
す
。

平
う
ね
内
部
分
施
用
機

　
開
発
し
た
「
平
う
ね
内
部
分
施
用
機
」

（
図
２
）
は
平
う
ね
内
に
肥
料
や
農
薬
を
部

分
的
に
施
用
す
る
機
械
で
す
。

　
肥
料
ホ
ッ
パ
ー
と
平
う
ね
成
形
機
か
ら

な
り
、
出
力
12
・

5
〜
24
・

5
kW
（
17
〜
33

PS
）
程
度
の
比
較
的
小
型
の
ト
ラ
ク
タ
に

取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
う
ね
成
形
機
は
耕
う
ん
部
と
平
う
ね

成
形
板
か
ら
な
り
ま
す
。

　
耕
う
ん
部
の
耕
う
ん
軸
に
は
、
野
菜
を

１
つ
の
平
う
ね
に
２
条
の
露
地
野
菜
を
栽

培
す
る
た
め
、
２
枚
の
デ
ィ
ス
ク
が
２
組

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
う

ね
内
部
分
施
用
機
」
の
特
徴
で
、
２
組
の

デ
ィ
ス
ク
の
前
方
に
施
用
さ
れ
た
肥
料
は

こ
の
デ
ィ
ス
ク
の
間
に
だ
け
土
壌
と
混
和

さ
れ
ま
す
。
混
合
さ
れ
る
範
囲
は
幅
15
〜

25
cm
（
デ
ィ
ス
ク
間
で
調
節
可
）
、
深
さ

20
cm
で
す
（
図
３
）
。

　
平
う
ね
成
形
板
に
よ
り
、
す
そ
幅
78
〜

135
cm
（
天
幅
60
〜
120
cm
）
、
う
ね
高
さ
10

〜
30
cm
の
平
う
ね
が
成
形
で
き
ま
す
。
ま
た
、

平
う
ね
成
形
機
の
後
方
に
マ
ル
チ
ャ
ー
を

取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
平
う
ね
を
成

形
し
な
が
ら
そ
の
表
面
に
マ
ル
チ
フ
ィ
ル

ム
を
同
時
に
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
う
ね
成
形
機
の
成
形
板
を
高
う
ね
成

高度作業システム研究チーム　屋代　幹雄

露地野菜において平うね栽培でも「うね内部分施用法」で肥料施用量を削減できる。

「平うね内部分施用技術」

図1　野菜作における資材作用法

苗を植えるうね
キャベツ・ハクサイ等の苗

肥料・農薬等施用資材が混合されている部分肥料・農薬等施用資材が混合されている部分

うね内局所施用法 うね内部分施用法全面全層施用法



形
板
に
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
な
「
う
ね
内
部
分
施
用
機
」

（
図
２
左
上
）と
な
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク

サ
イ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ダ
イ
コ
ン
等
１

う
ね
１
条
の
単
う
ね
栽
培
（
う
ね
幅
﹇
条
間
﹈：

57
〜
75
cm
、
う
ね
高
さ
15
〜
22
cm
）
で
生

産
す
る
露
地
野
菜
作
に
も
汎
用
的
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
平
う
ね
内
部
分
施
用
機
」
は
約

1
0
0
万
円
で
2
0
0
9
年
秋
か
ら
市
販

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
取
付
用
マ
ル
チ

ャ
ー
は
約
10
万
円
、
交
換
用
の
高
う
ね
成

形
板
は
約
20
万
円
で
す
。

「
平
う
ね
内
部
分
施
用
法
」
に
よ
る
施
肥
量

削
減
効
果

　
埼
玉
県
、
石
川
県
の
平
う
ね
や
平
う
ね

に
マ
ル
チ
を
張
っ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
現
地
実
証
試
験
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
基
肥
施
用
量

を
30
〜
50
％
削
減
し
て
も
生
育
・
収
量
は

慣
行
施
用
量
の
場
合
と
同
等
で
あ
り
、
遜

色
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
初
期

生
育
が
良
好
で
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
栽
培

期
間
が
短
い
野
菜
で
は
特
に
有
効
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
と
め

　
平
う
ね
や
平
う
ね
に
マ
ル
チ
を
張
る
１

う
ね
２
条
の
平
う
ね
栽
培
で
も
苗
を
移
植

す
る
場
所
に
の
み
部
分
的
に
施
肥
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
施
肥
量
を
大
幅
に
削
減
で

き
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
う
ね
内
部
分
施
用
法
」

が
単
う
ね
栽
培
か
ら
、
平
う
ね
栽
培
ま
で
、

一
般
的
に
露
地
野
菜
作
で
用
い
ら
れ
て
い

る
う
ね
形
状
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
手
法
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ダ
イ

コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
等
に
対
応
可
能
で
す
。

　
今
後
露
地
野
菜
作
に
お
け
る
標
準
的
手

法
と
な
り
、
野
菜
生
産
農
家
の
経
営
に
寄

与
す
る
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
方
法
は
埼
玉
県
、
石
川
県

の
普
及
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
の
支
援
を
得
て
、

実
証
試
験
を
実
施
す
る
と
と
も
に
井
関
農

機（
株
）
と
共
同
研
究
を
実
施
し
て
開
発
し

た
も
の
で
す
。

図2　「平うね内部分施用機」と主要諸元

図3　平うね施用機の部分施用部と施用資材の混合域

単うね成形機

平うね成形機

平うね成形機

トラクタ

肥料ホッパー

耕うん部
ディスク 施用資材混合域

幅　15～25cm
深さ　20cm

平うね

施肥部

対応うね幅（cm）

対応条数

対応条間（cm）

対応うね高（cm）

ホッパー容量

繰り出し方式

すそ幅78～135
天幅　60～120

10,20,25,30

0.45

ロール繰り出し方式

50リットル×2台

15～22

57～75

12.5～24.5kW
（17～33PS）

2条

対応うね高（cm）

単うね時
（参考）

作業能率（h/10a）
（作業速度1.6km/h）

適応トラクタ
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市
民
講
座
開
講
中

 

地
域
の
方
々
に
中
央
農
研
を
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
研
究

者
が
専
門
分
野
の
話
題
を
中

心
に
お
話
す
る
市
民
講
座
を

毎
月
、
第
２
土
曜
日（
9
時
30

分
〜
10
時
30
分
）に
食
と
農
の

科
学
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
第
33
回
市
民
講
座
は
ラ
ヂ
オ

つ
く
ば
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、講
師
の
千
田
上
席
研
究
員

は
、「
リ
サ
ー
チ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

に
も
出
演
し
ま
し
た
。

（
今
後
の
予
定
）

第
35
回
8
月
14
日（
土
）

      

家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
上
手
に
使
お
う

第
36
回
9
月
11
日（
土
）

　
　
農
業
に
お
け
る
「
リ
ス
ク
」
と
そ
の
判
断

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 
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今
年
で
22
年
目
の
「
科
学
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た

　
北
陸
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
科
学
教
室
を
地
域
の
小
学

生
を
対
象
に
総
合
学
習
の
稲
作
り
の
一
助
に
と
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
６
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
４
日

間
、大
勢（
２０
校
５
４
０
名
）の
皆
さ
ん
に
農
業
の
大
切

さ
と
科
学
の
楽
し
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、例
年
好
評
の
風
お
こ
し
実
験
、

籾
す
り
体
験
、変
わ
っ
た
お
コ
メ
の
試
食
な
ど
の
ほ
か
、今

年
新
た
に
「
大
型
農
作
業
機
械
の
見
学
」や
「
い
も
ち
病

菌
の
顕
微
鏡
観
察
」
も
行
い
、連
日
子
供
た
ち
の
歓
声

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
、誘
導
者
も
対
応

者
も
目
の
回
る
忙
し
さ
で
し
た
が
、子
供
た
ち
の
満
足

し
た
表
情
や
、申
し
込
み
時
の「
前
任
か
ら
有
意
義
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
」
と
の
先
生
の
言
葉
は
、来
年
の
糧
に

つ
な
が
り
ま
す
。

一
般
公
開
報
告

　
平
成
22
年
度
科
学
技
術
週
間
に
お
け
る
一
般
公
開

を
４
月
16
日（
金
）、
17
日（
土
）の
２
日
間
「
食
と
農
の

科
学
館
」に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、当
所
の
研
究
活
動
や
日
本
農
業
の
現
状
を

ク
イ
ズ
形
式
で
親
し
み
や
す
く
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
や

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
プ
ラ
ン
ト
の
展
示
な
ど
と
と
も

に
、つ
く
ば
の
農
研
機
構
関
係
研
究
所
か
ら
の
展
示
、お

み
や
げ
・
試
食
な
ど
も
あ
り
、大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
土
曜
日
は
４
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
催
直
前
に

雪
が
降
り
気
温
も
下

が
り
ま
し
た
が
、最
終

的
な
参
加
者
数
は
２
日

間
で
４
９
９
１
名
と
、大

盛
況
の
う
ち
に
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。




